
食品ロスに関するアンケートへのご協力のお願い
日本では、食品廃棄物が年間約2,775万トン排出されており、そのうち、まだ食べられるのに捨てられる、いわゆる「食品ロス」は年間約621万トンも排出されています。これは、日本人全員が毎日お茶腕約1杯分（約134g）の食べものを捨てていることになり、国連ＷＦＰ(食料支援機関)による世界全体の食糧援助量の年間約320万トンの約２倍の量となっています。食品ロスは食品メーカーや卸売店、小売店、飲食店、家庭等、「食」に関わる様々な段階で発生しています。食品関連事業者では、業界における商慣習等に起因した流通・調理・販売の過程で発生する過剰在庫品や破損品、売れ残り等が食品ロスとなっています。レストラン等の飲食店においては、食べ残された料理等が主な食品ロスとなっています。
国も農林水産省、環境省を中心として食品ロス削減の取組みを進めているほか、自治体でも、飲食店に関連したものとして、松本市の「残さず食べよう！」推進店・事業所認定制度～すすめよう！３０・１０運動※1～、京都市の「食べ残しゼロ推進店舗」認定制度などの取組みが進められています。
「アジェンダ21すいた」と吹田市でも、消費者及び事業者の方々と連携して食品ロス削減の取組みを進めていきたいと考えております。恐れ入りますが、今後の取組みに役立てるため、別紙のアンケートへのご協力をよろしくお願いいたします。
アジェンダ２１すいた※２
吹田市環境部環境政策室


※1「運動」・・・長野県松本市から全国に広がった、宴会時の食品ロスを削減する運動のこと。
「宴会の開始から３０分と、閉宴１０分前には席に座って食事を楽しみましょう」の声掛けをして食べ残しを減らします。
※2「アジェンダ２１すいた」・・・吹田市環境基本計画に基づき、市民・行政・事業者の三者が協働で、よりよい吹田の環境を生み出すために活動している、吹田市環境部に事務局を置く環境パートナーシップ組織です。

	基　　本　　情　　報

	貴店名
	

	御担当者名
	

	電話番号
	（　　　　　　）

	FAX
	


	Email
	


１　 業務形態を教えてください。
　　Ａ  レストラン・定食屋　Ｂ  居酒屋　　Ｃ  カフェ・喫茶店　Ｄ  バー・パブ　　　　Ｅ　ファストフード店　Ｆ　飲食料品販売（主な販売品　　　　　）
Ｇ その他（　               　　　　　　）
２－１　 貴店において、食品ロスはどのような場面で発生しますか？（複数回答可）
Ａ  調理時①（調理くずではなく、パンのみみや色・形の悪い野菜など一般的に食べることができるものを廃棄する場合）
Ｂ　調理時②（消費期限切れ・賞味期限切れで食材を廃棄する場合）
Ｃ  宴会・パーティーでの食べ残し      
Ｄ  宴会・パーティー以外での食べ残し
Ｅ　賞味期限・消費期限切れによる商品の廃棄
Ｆ  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
２－２　２－１でＣに〇をされた方にお聞きします。
　　①宴会・パーティーで食品ロスが発生する頻度
　　　Ａ　ほぼ毎回　　Ｂ　時々　　Ｃ　あまりない
　　②食品ロスが発生する宴会・パーティーの形式（複数回答可）
　　　Ａ　コース料理形式（決まった料理を順次提供）　Ｂ　ビュッフェ・バイキング形式　　Ｃ　適宜注文形式　　Ｄその他（　　　　　　　　　　　　　　）
（裏面へ続く）
３　食品ロスの発生量はどのくらいありますか。
　　１か月あたり　約（　　　　　　）ｋｇ
　　
	食品ロスだけの重量が不明な場合は、生ごみ△△ｋｇのうち□割程度、△△リットルのポリバケツ●●杯分、△△リットルのポリ袋●●杯分のようにお答えください。
　⇒（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


４　貴店では食品ロス削減について取り組んでいることはありますか？（複数回答可）
Ａ  食材・商品の仕入量の適正化 　
Ｂ  小盛メニューの設定 　
Ｃ  注文前に料理の量が分かる工夫　
Ｄ 食べ残した料理の持ち帰り用の箱等の提供
Ｅ　賞味期限・消費期限が近い商品の値下げ販売　
Ｆ　その他（　　　　　　　　            　　　　　）
Ｇ　取り組んでいない
５　食品ロス削減をするにあたって、何か困っていることはありますか？（複数回答可）
　　Ａ  食品ロスの削減を意識したことはない
Ｂ　食材・商品の適切な仕入れ量の予測が難しい
Ｃ　顧客の満足感を得ることとの両立が難しい
Ｄ　その他（　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６  食品ロスに関して貴店に伺ってヒアリングをさせていただいてもよろしいでしょうか。（ヒアリングの日時、場所は事前に御希望に沿って調整させていただきます。）
    A　協力できる　　　B  協力できない　
７　その他、食品ロス削減についてのお考え等がありましたらご記入ください。

※ご協力ありがとうございました。ご回答いただいた皆様の個人情報やご回答内容は、
処理・集計の目的以外では利用いたしません。
平成２９年１１月６日





締　切


平成29年11月16日（木）


送付先


アジェンダ21すいた事務局　吹田市 環境部 環境政策室まで


T E L：06-6384-1702　　　F A X：06-6368-9900


Email：� HYPERLINK "mailto:env-seisaku@city.suita.osaka.jp" ��env-seisaku@city.suita.osaka.jp�


郵 送：〒564-8550（住所不要）　吹田市環境部環境政策室


URL：� HYPERLINK "http://ag21suita.org/" ��http://ag21suita.org/�


　　　上記URLの「お知らせ＆新着情報」から、アンケート用紙をダウンロードできます。





ＦＡＸ送信先　０６－６３６８－９９００








